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研究成果の概要（和文）：本研究はロシア沿海地方における渤海の実態を考古学的に解明するこ

とを目的とし、遺跡データベースの構築と遺跡や出土遺物の調査を行った。研究の結果、渤海

はウスリースク平野までの沿海地方南部を面的に支配し、ウスリー川流域やシホテアリン山脈

など沿海地方北部では鉱物資源の採掘場所や金属生産の拠点と交易拠点を中心に支配していた

可能性の高いことが明らかとなった。 

 

研究成果の概要（英文）：The purpose of the investigation is to make clear about the Bohai 

nation at the maritime province of Russia by the archaeological study. The result of the 

investigation, we elucidated that Bohai controlled the south area of maritime province 

where includes the Ussrisk plain Russia. As to the north area of maritime province, it 

has a possibility that Bohai mainly controlled the place of the mineral resource, metal 

production and the market.   
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１．研究開始当初の背景 

(1) 渤海（698～926 年）は日本に 34 回の使
節を派遣し、日本と深い関わりを持って
いた。渤海史や日渤交流史の研究は、文
献史学を中心として活発に行われてきた。 

(2) 渤海の領域は、中国・ロシア・北朝鮮の
三カ国にわたっており、考古学的な研究
は中国を中心に行われてきた。ロシア沿
海地方の考古学的な調査情報は、日本に
あまり知られていない。 

(3) 古代の北海道や北東北では、沿海地方や
アムール川流域と交流があったとする研
究が行われているが、沿海地方の考古学
調査・研究に関する情報は日本にあまり
伝わってこない。 

 

２．研究の目的 

 ロシア沿海地方における渤海時代の考古
学的調査成果を調査・収集し、遺跡の実態を
考古学的に解明することを目的としている。 

 

３．研究の方法 

(1) 研究交流協定 研究に当たって、研究代
表者が勤務する金沢学院大学とロシア科
学アカデミー極東支部考古学歴史学民族
学研究所（以下研究所と記す）と研究交
流協定を締結している。この協定では、
以下の項目を中心に研究交流することと
している。 

① ロシア沿海地方の渤海を中心とすｚ
時代の遺跡データベースを構築 

② ロシア沿海地方の渤海時代遺跡踏査 

③ ロシア沿海地方の渤海遺跡から出土
した土器、金属器、ガラス製品等の
遺物調査 

(2) データベース ロシア沿海地方の渤海遺
跡データベースは、研究所附属博物館・
館長の Y.ニキーチン氏が中心になって進
めてきた。遺跡地名表、関連文書などを
集成し、あわせて遺跡分布地図も作成し
ている。 

(3) 遺跡踏査 Y.ニキーチン氏と共同でロシ
ア沿海地方における渤海時代の遺跡を踏
査した。三年間で以下の地域を踏査した。 

①2009 年度：ラズドリナヤ河流域 

②2010 年度：ウスリー河流域 

③2011 年度：沿海地方北部の海岸地域 

(4) 遺物の調査 毎年冬季に研究所で遺物の
調査を実施した。夏期調査で採集した遺
物を中心に実測・写真撮影を行った。ま
た、研究所が過去に発掘し、報告書で公
表されている土器も可能な限り実測・写
真撮影を行った。 

 
４．研究成果 
(1)データベース Y.ニキーチン氏が中心と
なって作成しているデータベースは、2011年

度段階では集成途中で未完だったが、この報
告をまとめている段階では＊ヵ所の遺跡を
集成している。ただし、渤海以前の靺鞨や渤
海後の女真関係の遺跡との識別が難しく、渤
海時代前後の遺跡を相当数含んだ内容とな
っている。 
(2) 遺跡踏査 ラズドリナヤ河流域ではク
ロウノフカ谷周辺の仏教寺院群と、中国国境
近くのコンスタンチノフカ遺跡群を中心に
踏査した。ウスリー河流域では、支流のイマ
ン川の谷筋を中心に踏査した。この地域では、
これまで渤海の遺跡と考えられた遺跡が多
くあったが、今回の踏査により渤海末期ない
し直後の遺跡が多いことが判明した。また、
この地域では契丹系土器を出土する遺跡が
多く、ラズドリナヤ河流域の様相とかなり異
なっている事が明らかとなった。沿海地方北
部海岸地域では、岬の上に立地する遺跡を多
数実見することが出来た。これらの遺跡から
は、靺鞨系の甕が出土している。また、シホ
テアリン山脈の海側斜面に位置するダルニ
エゴルスクには銅、マンガン、鉛、錫などを
採掘する鉱山があり、近くのオリガ湾に臨む
シニエスカルイ遺跡では青銅器時代の銅剣
や釦の鋳型が出土している。この地域では青
銅器時代から金属資源の採掘が行われ、おそ
らく渤海時代にも試掘が行われていたと推
測している。ウスリースクに近いゴルバトカ
古城では、小型のルツボが多数出土しており、
金、銅、錫などの金属成分が遺存しているこ
とを分析で確認している。渤海時代には、シ
ホテアリン山中で採掘した金属原料を、ゴル
バトカ古城まで運んで製品製作を行ってい
た可能性がある。 
沿海地方では、ラズドリナヤ河流域までは

瓦葺建物や寺院、横穴式石室墓などが分布し
ているが、この地域以北では瓦葺建物や横穴
式石室墓は未発見である。遺跡の分布自体も
少なくなるようで、これまで渤海時代とされ
てきたノヴォゴルデイエフカ山城など多く
の遺跡は 10 世紀頃、すなわち渤海以降の造
営だった可能性が高いことが判明した。ラズ
ドリナヤ河以北では、交通路に関わる施設や
金属資源採掘や生産に関わる施設などが点
在してはいるが、渤海が面的に支配をしてい
る様子では無いと考えている。この地域は渤
海の辺境であるが、9 世紀末には契丹系土器
が伝播し、10 世紀に入ると契丹系土器を基調
とするパクロフカ文化を形成し、山城などが
多数造営されている。10世紀に入って衰退す
る渤海と対照的な様相が興味深い。 
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